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～進化する伝統工芸 八尾和紙から学ぶ温故知新～　
原料作りから工程ごとにそれぞれの職人がみせるプロフェッショ
ナルな仕事は“人財”がすべてと吉田泰樹代表は語る。デザイ
ナーと連携した「富山もよう」は、雷鳥や富山のガラス瓶等のデザ
インと和紙の温かな風合いが魅力的。八尾和紙は、富山の売薬さ
んが使用する薬袋紙に利用されるなど歴史も古く、独自開発し
た強製紙という丈夫な紙は、使い込むほどに柔らかく艶が出てく
る。重要無形文化財保持者（人間国宝）芹沢銈介の型染カレン
ダー復刻版が人気である。

～進化する伝統工芸 八尾和紙から学ぶ温故知新～　
原料作りから工程ごとにそれぞれの職人がみせるプロフェッショ
ナルな仕事は“人財”がすべてと吉田泰樹代表は語る。デザイ
ナーと連携した「富山もよう」は、雷鳥や富山のガラス瓶等のデザ
インと和紙の温かな風合いが魅力的。八尾和紙は、富山の売薬さ
んが使用する薬袋紙に利用されるなど歴史も古く、独自開発し
た強製紙という丈夫な紙は、使い込むほどに柔らかく艶が出てく
る。重要無形文化財保持者（人間国宝）芹沢銈介の型染カレン
ダー復刻版が人気である。

シリーズシリーズ ふるさと探訪ふるさと探訪 ニューツーリズム

住所　富山県富山市八尾町鏡町668-4　TEL.076-455-1184
見どころ　昔からの伝統的な和紙製造が体験できる「紙漉き
体験」がおすすめ！（要予約）隣接しているショップやカフェで
も八尾和紙を身近に感じられる

住所　富山県富山市八尾町鏡町668-4　TEL.076-455-1184
見どころ　昔からの伝統的な和紙製造が体験できる「紙漉き
体験」がおすすめ！（要予約）隣接しているショップやカフェで
も八尾和紙を身近に感じられる
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成

二
十
九
年
の
初
春
を
県
民
の
皆
様
と
と
も
に
寿
ぎ
た

い
と
存
じ
ま
す
。

昨
年
十
月
の
知
事
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
多
く
の

県
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
引

き
続
き
県
政
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
県
民
の
皆
様
の
信
頼
と
期
待
に
お
応
え

す
る
た
め
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
全
身
全
霊
を
挙
げ
て
県
政
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

知
事
に
就
任
し
て
以
来
、
私
の
変

わ
ら
ぬ
目
標
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、

い
き
い
き
と
働
き
暮
ら
せ
る
「
元
気

な
富
山
県
」
を
創
る
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
に
も
、「
活

力
」「
未
来
」「
安
心
」
の
三
つ
の
基
本
政
策
と
、
こ

れ
ら
を
支
え
る
「
人
づ
く
り
」
に
関
す
る
重
要
政
策

の
着
実
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
一
に
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
を
勝
ち
抜
く
力
強
い
産

業
の
育
成
、
企
業
立
地
の
推
進
な
ど
、「
誇
り
を
持
っ

て
働
き
暮
ら
せ
る
県
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。
第

二
に
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
、
本
県
へ
の
移
住
促
進
な
ど
、「
未
来
に
希
望
の

持
て
る
県
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。
第
三
に
医
療

福
祉
の
充
実
、
自
然
環
境
の
保
全
な
ど
、「
健
康
で
安

全
・
安
心
な
県
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
う
し
た
元
気
な
県
づ
く
り
の
基
盤
で
あ
る
「
人
づ

く
り
」
や
、
若
者
や
女
性
の
活
躍
の
支
援
、
元
気
な

高
齢
者
が
活
躍
す
る
社
会
の
実
現
な
ど
を
進
め
ま
す
。

お
蔭
様
で
、
平
成
二
十
七
年
三
月
に
開
業
し
た
北

陸
新
幹
線
の
乗
車
人
員
は
、
開
業
前
の
三
倍
近
い
状

況
が
続
き
、
観
光
客
等
の
大
幅
増
加
、
企
業
立
地
の

進
展
な
ど
、
様
々
な
開
業
効
果
が
現
れ
て
お
り
、
富

山
県
は
新
し
い
未
来
を
切
り
拓
く
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

を
迎
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
北
陸
新
幹
線
の
開
業
効
果
と
国
の
「
地

方
創
生
戦
略
」
の
二
つ
を
追
い
風
と
し

て
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ

と
富
山
県
の
限
り
な
い
発
展
と
県
民
の

皆
さ
ん
の
一
層
の
幸
せ
の
た
め
に
、
誠

心
誠
意
、
全
力
を
尽
く
し
て
県
政
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
、
県
民
の
皆
様
の
県

政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成

二
十
九
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
年
初
に
ア
メ
リ
カ
で
新
政
権
が
発
足
し
、

世
界
情
勢
に
大
き
な
変
化
が
予
想
さ
れ
る
年
で
あ
り

ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
へ
の
対
応
を
含
め
た
今
後
の
政

策
は
、
農
林
水
産
業
が
基
幹
産
業

で
あ
る
商
工
会
地
域
の
経
済
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の

動
き
に
つ
い
て
注
意
し
て
見
守
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
こ
の
と

こ
ろ
弱
さ
も
み
ら
れ
る
も
の
の
、
緩
や
か
な
回
復
基

調
が
続
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
商
工
会
地
域
に
お
い
て
は
、
個
人
消
費
の

冷
え
込
み
に
よ
る
売
り
上
げ
減
少
や
最
低
賃
金
の
大

幅
な
引
き
上
げ
、
労
働
力
不
足
や
原
材
料
費
の
高
騰

な
ど
の
経
営
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
は
極
め
て
厳
し
い
経
営
環

境
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
国
内
に
お
い
て
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ま
で
三
年
と
な
り
、
建
設
投
資
や
訪
日
観
光

需
要
が
一
層
活
発
に
な
る
こ
と
で
、
日
本
全
体
の
経

済
成
長
を
力
強
く
後
押
し
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
今
後
こ
う
し
た
成
長
が
地
方
経
済
に
波
及
す
る

よ
う
我
々
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
伴
走
型
支
援
を
徹
底
い
た
し
ま
す
。
全

会
員
の
経
営
の
持
続
的
発
展
を
図
る
た
め
、
商
工
会

と
と
も
に
会
員
自
ら
が
経
営
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ

を
実
行
・
検
証
す
る
こ
と
で
外
部
環
境
の
変
化
に
即

応
し
、
継
続
的
な
経
営
改
善
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

に
力
点
を
置
い
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
商

工
会
職
員
の
人
材
育
成
は
急
務
で
あ
り
、「
経
営
支
援

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
」
の
推
進
、
新
人
職
員
集
合
研

修
の
実
施
に
加
え
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

制
度
の
活
用
に
よ
り
支
援
能
力
の
底
上

げ
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
振
興
や
有
事
の
際
の
地

域
住
民
へ
の
支
援
に
お
い
て
も
、
商
工
会

が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
れ

ま
で
以
上
に
「
信
頼
さ
れ
、
役
立
つ
商
工
会
」
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
に
あ
た
り
、
商
工
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係

各
位
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
が
明
る
い
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

富山県知事
石 井 隆 一

人
が
輝
く「
元
気
と
や
ま
」の

　

創
造
を
目
指
し
て

全国商工会連合会長
富山県商工会連合会長
石 澤 義 文

年
頭
に
あ
た
っ
て
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富
山
県
商
工
会
連
合
会

会　

長　

石　

澤　

義　

文

副
会
長　

田　

畑　

宏　

継

　

〃　
　

林　
　
　

説　

則

専
務
理
事　

池　

田　
　
　

進

事
務
局
長　

大　

上　

和　

雄

朝
日
町
商
工
会

会　

長　

大　

井　

裕　

久

副
会
長　

氷　

見　

良　

章

　

〃　
　

髙　

櫻　
　
　

薫

事
務
局
長　

小　

林　

光　

義

入
善
町
商
工
会

会　

長　

扇　

原　

紀　

昭

副
会
長　

井　

田　

俊　

博

　

〃　
　

藤　

井　
　
　

開

事
務
局
長　

本　

多　

光　

一

上
市
町
商
工
会

会　

長　

坂　

井　

穂　

悦

副
会
長　

小　

森　

武　

次

　

〃　
　

野　

崎　

晴　

文

事
務
局
長　

宮　

本　
　
　

晃

立
山
舟
橋
商
工
会

会
長
代
行　

吉　

川　

毅　

一

副
会
長　

森　

﨑　

勝　

喜

　

〃　
　

高　

平　
　
　

伸

事
務
局
長　

森　

井　

信　

雄

富
山
市
南
商
工
会

会　

長　

梅　

本　

良　

男

副
会
長　

大　

畑　

博　

信

　

〃　
　

宮　

口　

久　

喜

　

〃　
　

田　

中　
　
　

均

事
務
局
長　

高　

島　

正　

人

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会

会　

長　

井　

山　

泰　

樹

副
会
長　

赤　

星　

光　

信

　

〃　
　

武　

内　
　
　

清

筆
頭
理
事　

吉　

田　

忠　

正

事
務
局
長　

田　

代　

忠　

之

富
山
市
北
商
工
会

会　

長　

田　

畑　

宏　

継

副
会
長　

　

木　

保　

弘

　

〃　
　

河　

合　

幸　

弘

事
務
局
長　

田　

原　

明　

人

射
水
市
商
工
会

会　

長　

串　

田　

伸　

男

副
会
長　

道　

古　

伸　

夫

　

〃　
　

若　

林　

啓　

一

事
務
局
長　

小　

林　
　
　

誠

高
岡
市
商
工
会

会　

長　

大　

井　
　
　

弘

副
会
長　

上　

田　

久　

之

　

〃　
　

酒　

井　

善　

広

専
務
理
事　

橘　
　
　

純　

一

事
務
局
長　

安　

達　
　
　

俊

小
矢
部
市
商
工
会

会　

長　

林　
　
　

説　

則

副
会
長　

新　

明　

政　

夫

　

〃　
　

府　

録　

弘　

之

事
務
局
長　

坂　

本　

重　

夫

南
砺
市
商
工
会

会　

長　

花　

島　

榮　

一

副
会
長　

山　

下　

頌　

雄

　

〃　
　

川　

合　

声　

一

専
務
理
事　

一
二
三　

敦　

司

事
務
局
長　

北　

清　

俊　

一

庄
川
町
商
工
会

会　

長　

飯　

田　

良　

榮

副
会
長　

武　

田　

武　

美

　

〃　
　

坂　

井　

彦　

就

事
務
局
長　

沼　

田　

正　

敏

本年もよろしくお願いいたします　　

2017年富
山
県
商
工
会

青
年
部
連
合
会

会　

長　

中　

瀬　

淳　

哉

副
会
長　

高　

下　

峰　

則

　

〃　
　

舛　

谷　

専　

一

　

〃　
　

山　

口　

克　

次

　

〃　
　

北　

川　

智　

之

富
山
県
商
工
会

女
性
部
連
合
会

会　

長　

徳　

永　

た
つ
子

副
会
長　

細　

川　

和　

子

　

〃　
　

大　

塚　

美
眞
子

　

〃　
　

吉　

田　

富　

香

　

〃　
　

水　

口　

芳　

美

富
山
県
商
工
同
友
会

会　

長　

松　

坂　
　
　

稔

副
会
長　

中　

田　

克　

宣

　

〃　
　

武　

内　
　
　

清

　

〃　
　

野　

村　
　
　

守

あけましておめでとうございます

年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！
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出席者：富山県知事　石井隆一氏　　富山県商工会連合会 会長 石澤義文

四
期
目
は
、
人
が
輝
く

　「
元
気
と
や
ま
」
の

創
造
に
全
力

石
澤　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
石
井
知
事
さ
ん
に

は
新
春
対
談
に
ご
出
席
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
は
、
元
気
な
富
山
県

を
創
る
「
活
力
」「
未
来
」「
安
心
」

「
人
づ
く
り
」
の
一
〇
〇
の
政
策

を
掲
げ
て
選
挙
戦
に
臨
ま
れ
三
期

十
二
年
の
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ

て
、
県
民
の
圧
倒
的
な
支
持
に
よ

り
見
事
四
選
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
四
期
目
の

抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

石
井　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
西
暦
二
〇
一
七
年

の
初
春
を
皆
様
と
と
も
に
寿
ぎ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
地
域
商

工
業
の
振
興
は
も
と
よ
り
、
地
域

経
済
の
発
展
と
県
政
の
推
進
に
多

大
な
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
知
事
選
に
お
き
ま
し
て
、

多
く
の
県
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
引
き

続
き
県
政
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
信
頼

と
期
待
に
お
応
え
す
る
た
め
、
ふ

る
さ
と
富
山
県
の
発
展
と
県
民
の

皆
様
の
幸
せ
の
た
め
に
「
人
が
輝

く
元
気
と
や
ま
」
の
創
造
に
向
け

て
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
第
四
次
産
業
革
命
の

進
展
を
踏
ま
え
た
も
の
づ
く
り
産

業
の
活
性
化
、
観
光
や
農
業
の
振

興
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の

持
続
的
発
展
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
、
昨
年
末
、
小
浜
・
京
都
ル
ー

ト
に
決
定
し
た
北
陸
新
幹
線
の
大

阪
へ
の
早
期
延
伸
、
富
山
県
へ
の

Ｕ
タ
ー
ン
や
移
住
な
ど
の
政
策
を

積
極
的
か
つ
戦
略
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

地
方
創
生
・

　
人
口
減
少
対
策
に
挑
む

石
井　

石
澤
会
長
は
、
全
国
連
会

長
と
し
て
全
国
各
地
を
飛
び
ま

わ
っ
て
ご
活
躍
で
す
が
、
地
域
を

取
り
巻
く
経
済
環
境
の
急
激
な
変

化
を
ど
の
よ
う
に
み
て
お
ら
れ
ま

す
か
。

石
澤　

商
工
会
地
域
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
経
済
の
好
循
環
が
隅
々

ま
で
行
き
わ
た
っ
て
お
ら
ず
、
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
到
来
な
ど
大

き
な
構
造
変
化
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
が
、
特
に
少
子
高
齢
化
と
そ

れ
に
伴
う
人
口
減
少
社
会
の
到
来

が
、
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
地
域
経
済

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
十
月
、
総
務
省
が
発
表
し

た
国
勢
調
査
の
確
定
値
で
は
、
日

本
の
総
人
口
は
一
億
二
七
〇
九
万

人
ま
で
減
少
し
、
富
山
県
も
平
成

十
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て

お
り
ま
す
。
大
変
難
し
い
課
題
で

す
が
、
人
口
減
少
の
克
服
を
強
力

に
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

石
井　

私
も
急
激
な
人
口
減
少
は
、

大
き
な
問
題
と
痛
感
い
た
し
ま
す
。

こ
こ
数
年
来
の
働
き
か
け
に
よ
り
、

「
地
方
創
生
」
を
国
政
の
重
要
テ
ー

マ
の
一
つ
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

本
格
的
な
事
業
推
進
の
段
階
に

入
り
、
市
町
村
と
も
連
携
し
て
人

口
減
少
対
策
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
一
時
、
一・
三
四
に
ま
で
低

下
し
た
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
平

成
二
十
七
年
に
一・
五
一
と
な
り
、

二
十
一
年
ぶ
り
に
一・五
を
超
え
ま

し
た
。

　

ま
た
、
社
会
動
態
を
見
て
も
、

平
成
二
十
七
年
度
の
本
県
へ
の
移

住
者
は
四
六
二
名
で
、
七
年
前
の

二・二
倍
と
な
り
、
二
〇
～
三
〇
代

の
方
が
七
二
％
も
占
め
る
な
ど
、

明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
て
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
「
新
幹
線
開
業
効
果
」

と
「
地
方
創
生
戦
略
」
の
二
つ
の

フ
ォ
ロ
ー
の
風
を
最
大
限
に
活
か

し
、
富
山
県
の
新
た
な
未
来
を
切

り
拓
き
、
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る

県
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

我が国と富山県の人口推移



5

新春 対談
平成 29 年 1月 1日発行（毎月1回 1日発行）　VOL.499 昭和 52 年 3月 12 日第三種郵便物認可

出席者：富山県知事　石井隆一氏　　富山県商工会連合会 会長 石澤義文

ム
、宇
奈
月
国
際
会
館
、県
民
会
館
、

東
京
駅
、
神
奈
川
県
と
千
葉
県
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

展
示
商
談
会
・
販
売
会
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
の
中
小
企
業
チ
ャ
レ

ン
ジ
フ
ァ
ン
ド
事
業
や
国
の
小
規

模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
活
用

を
奨
め
、そ
の
際
は
、自
社
の
強
み
、

弱
み
を
み
つ
め
直
し
て
経
営
計
画

の
策
定
を
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年
日
本

橋
と
や
ま
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
が
大
変
評
判
が
い
い
よ
う
で
す

ね
。
ま
た
、
今
年
秋
に
は
、
テ
ク

ノ
ホ
ー
ル
新
展
示
場
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

石
井　

北
陸
新
幹
線
の
開
業
や
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
本
県

の
魅
力
発
信
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら

え
、
東
京
・
日
本
橋
に
「
日
本
橋

と
や
ま
館
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
半
年
で
約

二
十
万
人
の
方
々
に
来
館
い
た
だ

き
、
ま
た
、
普
通
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
ら
し
く
な
い
魅
力
が
あ

る
と
の
声
を
多
く
い
た
だ
く
な
ど
、

順
調
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
物
販
、
飲
食
、
観

光
・
定
住
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
、
交

流
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
多
彩
な
機

能
を
活
か
し
、
市
町
村
等
と
連
携

し
な
が
ら
本
県
の
魅
力
発
信
に
努

め
、
誘
客
や
移
住
、
県
産
品
の
販

路
開
拓
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
新
展
示

場
に
つ
い
て
は
、
本
年
十
月
の
開

館
に
向
け
て
、
着
実
に
整
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ビ
ジ
ネ

ス
ユ
ー
ス
に
重
点
を
お
き
、
催
事

の
大
型
化
・
複
合
化
に
対
応
で
き

る
多
機
能
型
展
示
場
と
し
て
、
展

示
面
積
を
現
在
の
約
三
、四
〇
〇
㎡

と
合
わ
せ
て
二
倍
以
上
の
約
八
、

〇
〇
〇
㎡
に
拡
充
し
ま
す
。

　

開
館
の
折
に
は
、
こ
け
ら
落
と

し
と
し
て
「
富
山
県
も
の
づ
く
り

総
合
見
本
市
」
を
開
催
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
展
示
面
積
の
拡

大
に
伴
い
、
出
展
対
象
業
種
を
大

幅
に
拡
大
し
、
本
県
の
優
れ
た
も

の
づ
く
り
技
術
や
製
品
を
国
内
外

に
強
力
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
新
展
示
場
を
県
内
外
の
企

業
・
団
体
な
ど
多
く
の
皆
様
に
活

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、引
き
続
き
、

大
規
模
な
産
業
展
示
会
や
魅
力
的

な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
誘
致
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

商
品
開
発
に
も
活
か
し
た
い

　
富
山
県
美
術
館

石
澤　

今
年
も
う
一
つ
楽
し
み
に

期
待
し
て
い
る
こ
と
が
、
富
山
県

立
近
代
美
術
館
を
移
転
新
築
す
る

富
山
県
美
術
館
の
オ
ー
プ
ン
で
す
。

　

小
規
模
企
業
の
持
続
的
発
展
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
販
路
開
拓
と
商
品

開
発
で
す
が
、
多
様
化
す
る
価
値

観
、
変
貌
す
る
生
活
ス
タ
イ
ル
に

あ
っ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
常
に
新
し
い
商
品
を

生
み
出
し
、
改
良
を
加
え
る
知
恵

と
工
夫
が
一
段
と
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
新
し
い
動
き

の
刺
激
を
得
る
こ
と
、
豊
か
な
感

性
を
磨
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、

た
と
え
ば
デ
ザ
イ
ン
力
を
商
品
開

発
に
活
か
す
と
い
っ
た
こ
と
が
大

切
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

石
井　

富
山
県
美
術
館
で
は
、
近

代
美
術
館
の
活
動
を
継
承
・
発
展

さ
せ
る
と
と
も
に
、
従
来
以
上
に

デ
ザ
イ
ン
を
重
視
し
て
、「
ア
ー
ト

と
デ
ザ
イ
ン
を
つ
な
ぐ
」
美
術
館

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地
元
産
業

や
伝
統
工
芸
と
も
連
携
し
て
、
新

た
な
視
点
で
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、

県
民
の
み
な
さ
ん
の
創
作
活
動
の

き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
と
し
て
、

楽
し
み
、
学
び
、
親
し
め
る
、
訪

れ
た
方
々
が
元
気
に
な
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
美
術
館
に
し
た
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
県
総
合
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

等
を
活
用
し
県
内
企
業
の
商
品
開

発
を
支
援
し
て
お
り
、
今
後
、
国

内
外
か
ら
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
等
が

集
う
デ
ザ
イ
ン
交
流
創
造
拠
点
を

整
備
す
る
な
ど
、
取
組
み
を
強
化

し
ま
す
。

石
澤　

本
日
は
、
お
忙
し
い
中
、

希
望
が
膨
ら
む
明
る
い
展
望
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
石
井
知
事

さ
ん
の
益
々
の
ご
活
躍
を
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
対
談
の
結
び

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

期
待
が
高
ま
る

　
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
新
展
示
場

石
澤　

北
陸
新
幹
線
の
開
業
は
富

山
県
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
石
井

知
事
さ
ん
に
は
思
い
切
っ
た
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
定
住
・
半
定
住
・

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
、
全
国
豊

か
な
海
づ
く
り
大
会
や
富
山
マ
ラ

ソ
ン
な
ど
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
、
富
山
湾
の
世
界
で
最
も
美

し
い
湾
ク
ラ
ブ
加
盟
な
ど
を
展
開

さ
れ
、地
名
度
は
飛
躍
的
に
高
ま
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
も
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
中
小
・

小
規
模
企
業
の
販
路
開
拓
を
支
援

す
る
た
め
、
県
下
十
二
商
工
会
と

一
体
と
な
っ
て
、高
岡
テ
ク
ノ
ド
ー

テクノホール増築外観イメージ

富山県美術館完成イメージ
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〒939-2741 富山県富山市婦中町中名1554-23
TEL (076)465-2341(代)  FAX (076)465-2340
URL http://www.nakatani-p.co.jp　E-mail info@nakatani-p.co.jp

３次元をプロデュース

富山県富

３

3Dシステム事業部

イベント名 開催日 お問合せ先

各地の 月イ ベ ン トイ ベ ン ト2
牛岳スノーフェスタ2017 2/4（土） 牛岳温泉スキーセンター 076-457-2044

四季の五箇山「雪あかり」菅沼合掌集落ライトアップ 2/4（土）・5（日） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

雪に舞う　こきりこ踊り 2/4（土）・5（日） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

剱岳雪のフェスティバル 2/11（祝） 上市町観光協会 076-472-1515

南砺市アイスフェス 2/11（祝）・12（日） いなみ木彫りの里 0763-82-5757

とやまスノーピアード立山山麓「雪の祭典」2017 2/11（祝）・12（日） とやまスノーピアード立山山麓「雪の祭典」実行委員会 076-482-1311

風の盆ステージ・町なかミニツアー 2/11（祝）・25（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

越中八尾冬浪漫「夢あかり」 2/11（祝）・12（日）・18（土）・
19（日）・25（土）・26（日） 越中八尾観光協会 076-454-5138

越中八尾冬浪漫「民謡セッション」・町なかミニツアー 2/18（土）・19（日） 越中八尾観光協会 076-454-5138

2017冬遊ぼう　第17回入善ラーメンまつり 2/25（土）・26（日） 入善町商工会 0765-72-0163

スキー場感謝祭 2/26（日） 牛岳温泉スキーセンター 076-457-2044

じょうはなつごもり大市 2/28（火） 協同組合城端西町商店会 0763-62-0309

問合せ先　富山税務署 ☎ 432-4191
※ガイダンスに従って、番号をプッシュしてください。

申告書の作成は、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で！

確定申告会場のお知らせ

　平成 28 年分の確定申告書の作成に当たっては、「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただき、ご自
宅等のプリンタで印刷して郵送等により所轄税務署に提出してください。また、「e-Tax（電子申告）」を
利用して提出することもできます。
　なお、申告書には、マイナンバーの記載のほか、本人確認書類（マイナンバー
カード又は通知カード＋運転免許証など）の提示又は写しの添付が必要です。

平成 28 年分の確定申告会場は、富山駅前 CiC ５階いきいき KAN 多目的ホールです。
開設期間：２月 16日（木）～３月 15日（水）　受付時間：午前９時～午後４時

※　詳細は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）をご覧ください。
※　ご自宅等から e-Tax で送信すれば、本人確認書類の提示又は写しの添付は不要です。

※ 土曜日、日曜日は開設しませんが、２月 19 日（日）及び 2 月 26 日（日）に限り開設します。
※ 開設期間中、富山税務署庁舎では申告相談を行っておりません。
※ 会場施設には、無料駐車場はありません。

富山税務署からのお知らせ
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残り１年3か月！準備をしてますか？ 有期労働者「無期転換ルール」
経営お役立ち情報経営お役立ち情報経営お役立ち情報
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詳しくは、

「富山県子宝モデル企業表彰式・
講演会」の開催

事業所内保育施設設置の補助金等を活用ください！

平成29年4月から従業員30人以上企業
は一般事業主行動計画の策定が必要です！

「富山を拠点に発信力の高いユニーク
企業15社」の発行について

県では、今年度新たに実施した企業子宝率調
査の結果をもとに、企業子宝率が高く、仕事と
子育ての両立支援や働き方の見直し等の優れ
た取組みを行っている企業を「子宝モデル企
業」として表彰いたします。また、企業子宝率の
考案者・渥美由喜氏による講演会も開催しま
すので、多くの皆様のご参加をお待ちしていま
す。

【日時】  ２月22日（水）午後１時30分～３時30分
【会場】  富山県民会館　バンケットホール
【内容】 ・表彰及び表彰企業による事例発表
　　　    ・基調講演　講師：渥美由喜 氏

（㈱東レ経営研究所 ダイバーシティ＆ワークラ
イフバランス 研究部長）

※詳しくは、県のHP をご覧ください。

　	 　 　 　 　
■お問合せ先■

富山県　労働雇用課
TEL 076-444-3257

◇富山県事業所内保育施設推進事業補助金
　新たに事業所内保育施設を設置し、運営を開始する事業主（単独の事業主の
ほか、複数の事業主による共同設置を含む）又は事業主団体に対して補助します。
【対象】事業主は、中小企業及び中堅企業（資本金の額又は出資の総額が10 億円未
満又は常時雇用する労働者の数が300 人以下）で、定員が１０人未満の施設
【補助金額】
設置費：1/2 補助　限度額750 万円（備品、保育遊具250 万円）
運営費：1/2 補助　限度額200 万円/ 年（運営開始1 〜5 年目）
　　　 1/3 補助　限度額130 万円/ 年（運営開始6 〜10 年目）

今回、ダイヤモンド社より地域の企業
紹介シリーズとして、
富山県内の企業を紹
介する書籍が発行さ
れました。県内企業の
魅力・情報を県内外に
発信する一冊となっ
ております。
書名：「富山を拠点に発信力の高い
　　 ユニーク企業15社」
編集・発行：ダイヤモンド社
　　　　　四六判、200ページ
発行日：2016年12月15日
価格：1,500円＋税
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
　富山県　商工企画課

TEL 076-444-3245

富山県　子宝モデル企業

「無期転換」ルールとは？
有期労働契約が反復更新されて通算５年を超えたと
きは、労働者の申込みにより、期間の定めのない労働
契約（無期労働契約）に転換できるルールです。（労
働契約法第 18 条・平成 25 年 4 月 1日施行）無期転
換ルールへの本格的な対応が求められるのは、平成

30 年 4月からです。就業規則の見直し等、今か
ら準備作業をおすすめ下さい！

富山労働局　無期転換ルール

■お問合せ先　富山労働局　雇用環境・均等室
TEL076-432-2740

◇富山県事業所内保育施設共同設置促進助成金
　複数の事業主が、国の助成制度を利用して共同で事業所内保育施設を
設置する場合、設置にあたっての調整業務に要する費用を助成します。
【補助金額】
共同設置にあたっての調整業務に要する経費（会議費等）30万円以内

　	 　 　 　 　
■お問合せ先■

富山県　労働雇用課　TEL 076-444-3257

※国の補助金もありますので、詳しくは、ホームページをご覧ください。
　http://www.kigyounaihoiku.jp/

次世代育成支援対策推進法では、従
業員の仕事と子育ての両立など、働
きやすい職場環境づくりを進めるため
の一般事業主行動計画を企業が策定
することとされています。平成 27 年
3 月の富山県条例の改正により、平成
29 年４月から、計画の策定対象が従
業員（常用雇用者）30 人以上の企
業に拡大されます。平成 29 年３月末
までに計画を策定していただき、富山
労働局へ届けてください。
◎計画策定支援のため、社会保険労
務士の資格をもつ『仕事と子育て両
立支援推進員』を企業に無料で派遣
します。
　	 　 　 　 　

■お問合せ先■
富山県　労働雇用課

TEL 076-44４-３２５７
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